
江
戸
医
学
館
か
閉
鎖
せ
ら
れ
て
後
、
そ
の
学
風
を
猶
著
述
に
伝
え

た
の
は
森
立
之
（
一
八
○
七
’
一
八
八
五
）
で
あ
っ
た
。
最
晩
年
に
刊

行
さ
れ
た
狩
谷
披
斎
の
『
菱
注
倭
名
類
聚
抄
』
（
一
八
八
三
）
と
『
経

籍
訪
古
志
』
（
一
八
八
五
）
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
別
に
『
文
章

２

軌
範
講
解
』
の
一
書
の
あ
る
こ
と
は
全
く
忘
却
し
去
ら
れ
て
い
る
の

で
な
か
ろ
う
か
・

本
書
は
木
版
半
紙
判
紺
表
紙
六
冊
に
仕
立
て
ら
れ
、
上
段
に
本
文

を
細
字
で
再
録
、
そ
れ
を
振
り
仮
名
で
読
み
下
し
、
下
段
に
は
大
字

で
本
文
に
句
読
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
、
分
段
毎
に
解
釈
を
添
え
る

が
、
処
々
考
注
を
挿
む
の
が
特
徴
で
あ
る
。
自
序
の
日
付
は
明
治
十

一
年
立
春
前
二
日
、
奥
付
に
は
出
版
を
同
年
七
月
、
立
之
の
住
所
は

３

東
京
元
岩
井
町
四
十
二
番
地
寄
留
と
な
っ
て
い
る
。

内
容
の
特
徴
は
次
の
如
く
要
約
で
き
よ
う
。
一
、
本
文
に
対
す
る

森
立
之
の
維
新
後
の
著
書
に
つ
い
て

ｌ
『
文
章
軌
範
講
解
』
Ｉ

三
井
駿
一

校
勘
、
二
、
本
文
字
句
に
就
い
て
の
具
象
的
な
説
明
、
三
、
動
物
名

に
は
洋
名
の
紹
介
が
あ
る
こ
と
、
四
、
随
処
に
訳
文
中
の
漢
語
に
対

す
る
平
易
な
口
語
訳
を
添
付
す
る
こ
と
及
び
五
、
自
己
の
見
解
の
挿

入
等
の
諸
点
で
あ
る
。
そ
の
一
班
を
例
示
す
る
と
、

一
、
本
文
に
所
載
す
る
各
原
作
者
の
記
事
に
つ
い
て
別
集
と
照
合

し
て
文
字
の
異
同
と
取
捨
を
明
ら
か
に
す
る
。
例
え
ば
一
‐
与
干
襄
陽

書
」
の
「
与
」
は
上
書
の
文
体
故
に
別
集
の
「
上
」
に
作
る
に
従
う

べ
き
で
あ
る
と
し
、
「
原
段
」
で
「
理
」
は
「
治
」
の
代
字
と
説
く
。

４

こ
れ
は
高
宗
の
壽
を
避
け
る
が
為
と
す
る
。

二
、
「
始
皇
論
」
に
出
る
「
毒
薬
」
に
就
い
て
「
砒
霜
、
斑
猫
ノ

類
」
、
「
原
道
」
の
「
医
薬
」
を
「
内
外
針
灸
ノ
医
、
湯
液
丸
散
ノ

薬
」
、
「
柳
子
厚
墓
誌
銘
」
の
「
少
年
」
、
「
成
人
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
十

５

年
ヨ
リ
ニ
十
年
マ
デ
」
、
コ
ー
十
年
以
上
ノ
人
」
と
解
説
す
る
。

三
、
「
潮
州
韓
文
公
廟
碑
」
に
見
え
る
「
鯉
魚
」
に
就
き
「
鯉
ハ

南
方
暖
国
ニ
在
ル
者
ニ
シ
テ
羅
甸
語
『
コ
ロ
ジ
ル
ス
』
卜
云
モ
ノ
ナ

リ
」
と
し
、
「
獲
麟
解
」
で
「
鱗
」
に
洋
名
「
カ
ア
メ
ル
バ
ル
チ
１

６

ス
」
、
ラ
テ
ン
語
「
ギ
ラ
フ
」
を
与
え
る
。

四
、
「
敢
」
（
ム
ザ
ト
）
、
「
覧
」
（
ヒ
ト
通
り
目
ヲ
ト
ホ
シ
テ
）
、
「
観
」７

（
心
ヲ
ツ
ヶ
テ
見
極
メ
テ
）
、
「
閤
下
」
（
ト
ノ
サ
マ
）
、
「
使
・
・
・
有
銭
以
済
医
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薬
」
（
銭
ガ
有
テ
十
分
二
医
者
ョ
薬
ヨ
ト
行
届
テ
療
治
ヲ
シ
タ
ナ
ラ
バ
）
等

８

枚
挙
し
が
た
い
。

９

０

五
、
「
阿
房
宮
賦
」
で
「
阿
房
」
の
名
を
地
名
か
ら
出
る
と
し
、
司

馬
貞
の
「
史
記
索
隠
」
を
難
じ
る
。
宮
は
落
成
を
待
っ
て
令
名
を
択

ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
項
羽
の
一
炬
に
灰
塵
と
化
し
た
。
建
設

地
を
冠
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
当
時
の
名
が
そ
の
儘
伝
わ
る
と
言
う
。

以
上
の
特
性
は
読
者
が
漢
作
文
を
志
す
少
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
出

た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
古
書
を
綴
く
者

に
と
っ
て
、
先
ず
校
譽
が
最
重
要
事
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の

は
、
立
之
自
身
の
学
習
態
度
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
た
か
も
影

群
と
し
て
湧
き
起
っ
た
維
新
後
の
漢
学
復
興
の
機
運
に
、
雀
躍
旧
稿

を
再
校
公
刊
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
原
編
集
者
謝
紡
得
（
一
三
一

六
’
八
九
）
へ
の
評
価
は
自
序
中
の
「
場
屋
試
験
ノ
文
法
正
シ
カ
ラ

ザ
ル
ヲ
患
上
、
且
シ
世
道
ノ
頽
敗
ヲ
歎
ジ
膝
慨
ノ
余
り
」
に
よ
っ
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
然
、
底
本
の
体
裁
は
宋
本
の
旧
に
復
原
し

２

て
い
る
。注

１
詳
し
い
月
日
は
不
詳
。
種
痘
館
に
改
め
ら
れ
た
の
は
明
治
元
年
八
月

（
『
武
江
年
表
』
）
で
あ
っ
た
が
、
機
能
は
そ
の
以
前
に
停
止
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

２
本
書
出
版
の
前
年
、
海
保
漁
村
（
一
七
九
八
’
一
八
六
六
）
の
『
文

章
軌
範
補
注
』
が
門
人
島
田
重
礼
（
一
八
三
八
’
九
八
）
の
校
訂
を
経

て
刊
行
さ
れ
た
。
漁
村
は
立
之
と
共
に
『
経
籍
訪
古
志
』
を
編
集
し
、

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
か
ら
医
学
館
の
宿
舎
で
儒
耆
を
教
授
し
た
。

『
経
籍
訪
古
志
』
に
元
藥
一
本
が
昌
平
醤
に
所
蔵
せ
ら
れ
る
こ
と
を
記

す
。
恐
ら
く
両
人
は
筆
写
の
便
宜
を
得
た
で
あ
ろ
う
。
因
に
漁
村
の
箸

は
大
正
三
年
、
重
礼
の
息
鉤
一
氏
に
よ
っ
て
再
校
訂
せ
ら
れ
『
漢
文
大

系
』
に
収
録
を
見
た
。
な
ぜ
か
斯
文
会
編
の
『
日
本
儒
学
年
表
』
（
一

九
七
七
）
は
篁
村
の
こ
と
に
全
く
触
れ
る
こ
と
が
な
い
。
注
は
従
来
の

形
式
を
墨
守
す
る
に
止
ま
っ
た
。

３
立
之
は
明
治
五
年
七
月
に
文
部
省
＋
等
出
仕
と
な
り
、
十
二
年
十
二

月
、
大
蔵
省
印
刷
局
編
修
と
な
っ
た
が
十
八
年
一
月
に
退
官
し
て
い
る

（
森
鴎
外
『
澁
江
抽
斉
』
）
。
出
版
人
内
藤
伝
右
衛
門
（
甲
府
常
盤
町
）

と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

４
秦
漢
以
降
歴
朝
、
文
字
の
使
用
に
当
っ
て
一
般
は
帝
玉
の
諒
を
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
を
確
立
し
た
（
医
耆
は
例
外
）
。
そ
れ
は
後

世
古
文
を
読
む
者
の
大
き
な
苦
痛
と
な
っ
た
。
立
之
は
こ
の
存
在
を
初

学
に
警
告
し
た
と
思
わ
れ
る
。

５
古
典
の
注
釈
が
抽
象
に
過
ぎ
具
体
性
に
乏
し
い
こ
と
は
今
日
で
も
改

め
ら
れ
て
い
な
い
。
本
書
は
こ
の
通
弊
を
打
破
す
る
。

６
何
れ
も
ラ
テ
ン
語
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｑ
Ｏ
８
昌
口
の
．
８
日
の
一
○
目
己
匡
の
》

ぬ
胃
凹
開
閉
①

７
「
セ
イ
」
と
振
る
。
「
用
」
の
義
で
あ
ろ
う
。
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８
虚
学
、
類
語
の
意
味
の
相
違
、
漢
語
の
用
法
等
作
文
の
実
際
上
の
注

意
を
促
す
。

９
『
史
記
』
秦
始
皇
三
十
五
年
に
「
阿
房
ョ
リ
渭
ヲ
渡
レ
バ
」
の
記
事

が
あ
る
。

、
明
ら
か
に
新
説
。
『
史
記
索
隠
』
は
唐
代
三
家
注
の
一
・
『
史
記
』
に

合
刻
せ
ら
れ
る
。
こ
の
注
で
は
「
阿
房
」
を
宮
殿
の
広
壮
を
言
う
と
す

1211

る
◎

自
序
中
に
「
余
ガ
青
年
ノ
稿
本
ア
リ
、
今
再
校
ヲ
加
へ
」
と
あ
る
。

『
続
文
章
軌
範
』
は
明
の
梛
守
益
の
撰
で
、
謝
枕
得
の
と
は
別
種
、
』

ユ
之
は
こ
の
続
編
に
講
解
を
加
え
て
い
な
い
。

（
帝
塚
山
学
院
大
学
）

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
三
一
月
幕
府
は
慶
安
以
来
の
兵
制
に
画

期
的
な
変
革
の
手
を
く
わ
え
て
、
近
代
的
な
歩
兵
、
騎
兵
、
砲
兵
の

三
兵
か
ら
な
る
陸
軍
を
創
設
し
た
。
翌
文
久
三
年
に
は
、
江
戸
城
の

周
囲
に
四
ケ
所
の
歩
兵
屯
所
を
お
き
、
万
石
以
下
の
旗
本
に
そ
の
石

高
に
応
じ
た
兵
賦
を
負
担
さ
せ
て
、
銃
隊
を
中
心
と
す
る
歩
兵
組
を

配
置
し
た
。
こ
の
歩
兵
屯
所
に
常
駐
す
る
医
師
と
し
て
、
医
学
所
頭

取
緒
方
洪
庵
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
医
学
所
医
師
七
名
が
出
役
と
し
て

屯
所
附
医
師
に
就
任
し
た
。

そ
の
一
人
で
あ
る
手
塚
良
斉
が
、
歩
兵
組
の
動
静
と
屯
所
附
医
師

の
活
躍
を
し
る
し
た
文
書
が
『
医
学
所
御
用
留
』
（
以
下
御
用
留
と
い

う
）
で
あ
る
。
文
久
三
年
三
月
か
ら
筆
を
お
こ
し
、
幕
府
瓦
解
の
慶

応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
ま
で
の
満
五
年
間
の
記
録
で
、
一
○
四

丁
、
半
紙
本
の
写
本
で
あ
る
。

歩
兵
屯
所
の
医
師
た
ち

Ｉ
『
医
学
所
御
用
留
か
ら
』
Ｉ

深
瀬
泰
旦
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